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林
芙
美
子
『
放
浪
記
』
の
成
立
過
程

｜

改
造
社
版
か
ら
新
潮
社
版
ま
で
｜

姜

銓

鎬

要

旨
林
芙
美
子
（
一
九
〇
三
〜
一
九
五
一
）
の
『
放
浪
記
』
は
、
一
九
三
〇
年
に
初
版
が
発
刊
さ
れ
て
以
来
、
一
九
三
九
年
の
改
訂
版
を
経
て
二
〇

一
二
年
の
復
元
版
に
至
る
ま
で
、
数
多
く
の
版
本
が
存
在
す
る
作
品
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
戦
後
の
版
本
は
、
お
お
よ
そ
改
訂
版
を
版
本
と
し
て

お
り
、
最
近
発
刊
さ
れ
た
版
本
の
中
で
は
、
初
版
を
底
本
と
し
て
い
る
も
の
が
多
い
。
つ
ま
り
、
数
多
く
の
『
放
浪
記
』
の
中
で
、
こ
の
二
種
類

の
版
本
は
一
番
重
要
な
底
本
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

改
造
社
か
ら
出
た
『
放
浪
記
』
は
、
整
理
さ
れ
て
い
な
い
野
性
味
を
持
つ
作
品
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
新
潮
社
か
ら
出
た
『
放
浪

記
｜
決
定
版
｜
』（
改
訂
版
）は
、
構
成
的
な
部
分
に
お
い
て
、
一
層
整
理
さ
れ
た
形
態
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
い
う
特
徴
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
版
本

を
比
較
す
る
こ
と
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
今
ま
で
の
『
放
浪
記
』
研
究
は
、
作
品
の
成
立
に
お
い
て
出
版
社
の
変
更
と
い
う
こ
と
を
看
過
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
論
じ
る
研
究
も

登
場
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
本
論
で
は
一
九
三
〇
年
の
改
造
社
版
『
放
浪
記
』
及
び
一
九
三
九
年
の
新
潮
社
版
『
放
浪
記
｜
決
定
版
｜
』
を
中
心

と
し
て
、
そ
の
成
立
過
程
を
ま
と
め
な
が
ら
、
出
版
社
の
変
更
の
原
因
と
理
由
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
と
す
る
。
ま
た
、
先
行
研
究
で
改
訂
版
を

初
版
よ
り
低
く
評
価
す
る
傾
向
に
注
目
し
、
そ
の
よ
う
な
批
判
意
見
に
つ
い
て
再
考
す
る
。
改
訂
版
に
対
す
る
批
判
意
見
と
し
て
共
通
す
る
の
は
、

『
放
浪
記
』
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
化
し
た
「
ル
ン
ペ
ン
文
学
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
放
棄
し
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
こ
そ
『
放
浪
記
』

に
対
す
る
批
判
を
払
拭
し
よ
う
と
し
た
芙
美
子
の
意
思
と
は
正
反
対
の
意
見
で
あ
り
、
改
訂
版
の
意
義
を
完
全
に
無
視
す
る
こ
と
に
な
る
。
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は
じ
め
に

本
論
は
『
放
浪
記
』
の
成
立
過
程
に
注
目
し
、
論
じ
る
こ
と
を
目
的
に
す
る
。

そ
し
て
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
そ
れ
ぞ
れ
の
『
放
浪
記
』
が
発
刊
さ
れ
た
の
か
、

作
品
の
中
に
書
か
れ
た
「
は
し
が
き
」・「
あ
と
が
き
」
を
通
じ
て
確
認
し
よ
う

と
す
る
。

た
だ
し
、
網
羅
的
な
『
放
浪
記
』
の
版
ご
と
の
異
同
を
対
象
と
す
る
の
は
紙

面
の
限
度
が
あ
る
の
で
、
改
造
社
と
新
潮
社
で
発
刊
さ
れ
た
著
作
に
限
っ
て
扱

う
こ
と
に
す
る
。
こ
の
二
社
の
版
本
に
注
目
す
る
理
由
は
、『
放
浪
記
』と
い
う

作
品
の
評
価
に
お
い
て
、
改
造
社
の
初
版
と
新
潮
社
の
改
訂
版
が
大
き
い
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
点
に
あ
る
１
）
。

ま
た
、
当
時
内
務
省
に
よ
る
検
閲
を
め
ぐ
る
改
訂
版
の
問
題
点
に
も
注
目
す

る
。『
放
浪
記
』の
成
立
過
程
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
先
行
研
究
で
は
、
初
版
と

改
訂
版
の
間
で
窺
わ
れ
る
文
体
の
変
化
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
い
る
。
し
か
し
、

伏
せ
字
か
ら
見
ら
れ
る
、
つ
ま
り
、
改
訂
版
か
ら
見
ら
れ
る
検
閲
の
痕
跡
に
は

ほ
と
ん
ど
注
目
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
本
論
で
は
、
初
版
と
改
訂
版
の
中
で
、

ど
う
い
う
言
葉
が
伏
せ
字
に
な
っ
た
か
、
ま
た
ど
う
い
う
伏
せ
字
が
削
除
さ
れ

た
の
か
を
確
認
し
て
み
る
。

一

『
放
浪
記
』
と
『
続
放
浪
記
』
の
発
刊

『
放
浪
記
』は
、
芙
美
子
が
一
九
二
三
年
か
ら
一
九
二
六
年
ま
で
書
い
た
日
記

（
後
日
、「
歌
日
記
」
と
名
付
け
た
）
を
基
に
す
る
。
彼
女
は
、
女
学
校
を
卒
業

し
た
後
、
婚
約
者
で
あ
っ
た
岡
野
軍
一
を
追
っ
て
上
京
す
る
が
、
ま
も
な
く
岡

野
か
ら
捨
て
ら
れ
、
一
人
で
東
京
に
住
む
こ
と
に
な
る
。
こ
の
時
期
の
生
活
、

経
験
、
感
想
を
書
い
た
の
が
『
放
浪
記
』
で
あ
る
。

こ
の
『
放
浪
記
』
が
世
に
広
く
知
れ
渡
る
の
は
、
新
人
女
性
作
家
の
発
掘
と

い
う
目
的
で
一
九
二
八
年
七
月
に
創
刊
さ
れ
た
『
女
人
芸
術
』
に
連
載
し
た
と

き
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
『
女
人
芸
術
』
の
主
宰
者
で
あ
る
長
谷
川
時
雨
（
一

八
七
九
〜
一
九
四
一
）
の
夫
、
三
上
於

吉
（
一
八
九
一
〜
一
九
四
四
）
の
助

力
が
な
か
っ
た
ら
、林
芙
美
子
の
デ
ビ
ュ
ー
は
よ
り
遅
く
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

も
と
も
と
『
放
浪
記
』
は
、
芙
美
子
が
あ
る
出
版
社
（
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

改
造
社
、
中
央
公
論
、
も
し
く
は
読
売
新
聞
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
）
に
預
け
た

原
稿
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
原
稿
を
三
上
於

吉
が
『
女
人
芸
術
』
に
推

薦
し
た
の
で
連
載
が
で
き
た
の
で
あ
る
２
）
。

こ
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
、『
女
人
芸
術
』
一
九
二
八
年
一
〇
月
号
か
ら
「
秋

が
来
た
ん
だ
｜
放
浪
記
｜
」を
は
じ
め
に
総
二
一
編
が
連
載
さ
れ
る
。
続
い
て
、

こ
の
連
載
を
改
造
社
の
編
集
部
所
属
で
あ
っ
た
水
島
治
男
が
読
ん
で
、『
改
造
』

（
一
九
二
九
年
一
〇
月
号
）
に
「
九
州
炭
坑
街
放
浪
記
」
が
掲
載
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。

と
こ
ろ
で
、
ど
う
い
う
経
緯
で
改
造
社
所
属
の
水
島
が
『
女
人
芸
術
』
に
連

載
し
て
い
た
「
放
浪
記
」
を
読
ん
だ
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
疑
問
に
対
す
る
答
え
は
、
藤
野
智
士
が「
林
芙
美
子
と
改
造
社
」
３
）

で
指

摘
し
た
よ
う
に
、
水
島
本
人
が
残
し
た
回
顧
録
に
あ
る
。
水
島
は
『
改
造
社
の

時
代

戦
前
編
』
で
『
放
浪
記
』
と
の
出
会
い
を
次
の
よ
う
に
回
想
す
る
。

北
海
道
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

研
究
論
集

第
十
三
号

― ―2



当
時
交
際
中
で
あ
っ
た
妻
に
、
昭
和
の
青

派
と
も
い
う
べ
き
、
新
鮮
な

婦
人
雑
誌
が
生
ま
れ
た
と
し
て
送
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
連
載
中
の
「
放
浪

記
」
を
是
非
よ
ん
で
み
て
く
れ
と
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
送
り
か
え
し
て
き

た
。
林
芙
美
子
の
最
初
の
小
説
で
あ
っ
た
。
林
芙
美
子
は
『
文
芸
戦
線
』

へ
と
き
ど
き
埋
め
く
さ
の
形
で
詩
を
載
せ
て
い
る
こ
と
で
も
あ
り
「
蒼
馬

を
み
た
り
」
と
い
う
詩
集
も
出
て
い
る
こ
と
は
知
っ
て
い
た
か
ら
、
は
じ

め
て
お
目
に
か
か
る
名
前
で
は
な
い
。
そ
こ
で
私
は
あ
ら
た
め
て
連
載
の

は
じ
め
か
ら
読
み
は
じ
め
て
み
た
の
で
あ
る
。
こ
い
つ
は
い
け
る
ぞ
と

思
っ
た
の
で
、
い
つ
か
編
集
会
議
に
持
ち
だ
そ
う
と
考
え
た
が
な
か
な
か

ふ
ん
ぎ
り
が
つ
か
な
い
４
）
。

林
芙
美
子
と
い
う
名
前
は
知
っ
て
い
た
が
、
ま
じ
め
に
彼
女
の
作
品
を
読
ん

だ
こ
と
が
な
か
っ
た
水
島
に
お
い
て
も
、
こ
の
「
放
浪
記
」
は
新
鮮
な
衝
撃
で
、

成
功
を
確
信
さ
せ
る
作
品
で
あ
っ
た
。

と
も
か
く
、
水
島
の
主
導
に
よ
っ
て
「
九
州
炭
坑
街
放
浪
記
」
が
『
改
造
』

に
載
せ
ら
れ
て
以
後
、
一
九
三
〇
年
七
月
に
は
、
改
造
社
「
新
鋭
文
学
叢
書
」

シ
リ
ー
ズ
の
一
冊
と
し
て
『
放
浪
記
』
が
発
刊
さ
れ
た
。

芙
美
子
は
、
こ
の
『
放
浪
記
』
の
発
刊
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。

放
浪
記
を
受
讀
し
て
下
さ
い
ま
す
方
へ
!

私
の
放
浪
記
が
一
冊
に
ま
と

ま
つ
て
、
改
造
社
か
ら
近
刊
さ
れ
ま
す
。
一
人
で
も
澤
山
の
方
が
讀
ん
で

下
さ
い
ま
し
た
ら
、
う
れ
し
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
は
筆
者
か
ら
の
お
願

ひ
５
）
。

自
分
の
作
品
が
一
冊
の
本
と
し
て
、
さ
ら
に
有
名
な
出
版
社
か
ら
出
版
さ
れ

る
こ
と
を
嫌
が
る
作
家
は
い
な
い
。
芙
美
子
が
ど
れ
ぐ
ら
い
嬉
し
か
っ
た
か
、

よ
く
感
じ
ら
れ
る
箇
所
で
あ
る
。

こ
の
改
造
社
版
が
初
版
と
言
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
初
版
は
、『
改
造
』に
掲

載
さ
れ
た
「
九
州
炭
坑
街
放
浪
記
」
を
「
放
浪
記
以
前
」
と
命
名
、
プ
ロ
ロ
ー

グ
と
し
て
挿
入
、
そ
れ
に
『
女
人
芸
術
』
連
載
分
の
中
か
ら
一
四
章
を
選
択
、

収
録
し
た
。

『
放
浪
記
』は
、
発
刊
後
幅
広
く
人
気
を
取
っ
た
。
何
よ
り
も
、
芙
美
子
本
人

の
経
験
を
土
台
で
築
か
れ
た
作
品
と
し
て
、
こ
の
点
に
共
感
す
る
人
達
が
多

か
っ
た
は
ず
で
あ
る
６
）
。

こ
の
人
気
に
あ
や
か
っ
て
、
同
年
一
一
月
に
は
、
続
編
で
あ
る『
続
放
浪
記
』

が
発
刊
さ
れ
る
。
当
時
「
新
鋭
文
学
叢
書
」
シ
リ
ー
ズ
の
な
か
で
、
二
冊
目
の

作
品
を
発
刊
し
た
作
家
は
、
芙
美
子
が
唯
一
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
彼
女
は
こ

の
よ
う
な
特
別
待
遇
を
受
け
る
ほ
ど
の
人
気
作
家
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。ま
た
、

『
放
浪
記
』の
大
成
功
に
よ
っ
て
、
芙
美
子
の
貧
乏
な
生
活
も
終
止
符
を
打
つ
こ

と
に
な
っ
た
。

二

『
林
芙
美
子
選
集

第
五
巻
』
と
『
放
浪
記
｜
決
定
版
｜
』

一
九
三
七
年
六
月
、
多
数
の
人
気
作
を
発
表
し
て
い
た
芙
美
子
は
、『
林
芙
美

子
選
集

第
五
巻
』（
以
後
、「
選
集
」
と
表
記
）
を
通
じ
て
再
び
『
放
浪
記
』

姜

林
芙
美
子
『
放
浪
記
』
の
成
立
過
程
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を
公
開
し
た
。
一
九
三
三
年
に
文
庫
版
の
『
放
浪
記
・
続
放
浪
記
』
を
発
刊
し

た
と
き
か
ら
四
年
の
歳
月
が
流
れ
た
時
点
で
あ
っ
た
。
何
故
、
ま
た『
放
浪
記
』

な
の
か
。
彼
女
は
「
選
集
」
の
あ
と
が
き
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

こ
の
放
浪
記
は
昭
和
五
年
の
七
月
に
出
版
さ
れ
て
、
の
ち
に
文
庫
に
な
り

ま
し
た
け
れ
ど
、
私
は
こ
の
放
浪
記
を
み
る
の
が
辛
く
て
、
し
ば
ら
く
絶

版
に
し
て
お
き
ま
し
た
。
い
ま
再
び
選
集
の
は
じ
め
に
こ
れ
を
出
し
ま
す

の
は
、こ
の
放
浪
記
を
書
い
て
ゐ
た
頃
か
ら
丁
度
十
年
も
た
ち
ま
し
た
し
、

こ
れ
は
こ
れ
だ
け
で
作
者
か
ら
つ
ゝ
ぱ
な
し
て
も
い
ゝ
で
は
な
い
か
と
云

つ
た
気
持
ち
で
、
再
び
世
に
出
し
て
や
る
気
持
ち
な
の
で
す
７
）
。

一
九
三
七
年
に
一
二
編
の
作
品
を
発
表
し
て
い
た
芙
美
子
に
お
い
て
『
放
浪

記
』
は
、
恥
ず
か
し
い
初
期
作
で
あ
っ
た
。
専
業
作
家
に
な
っ
て
い
た
彼
女
の

視
線
か
ら
見
る
『
放
浪
記
』
は
、
自
分
の
未
熟
さ
を
赤
裸
々
に
表
す
も
の
に
す

ぎ
な
い
の
で
、
自
分
の
手
で
絶
版
す
る
の
が
い
い
と
思
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

け
れ
ど
も
、『
放
浪
記
』に
対
す
る
愛
着
を
隠
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ

し
て
初
版
そ
の
ま
ま
で
は
な
く
、
い
く
つ
か
の
訂
正
・
加
筆
を
行
う
形
で
「
選

集
」
に
収
録
し
た
の
で
あ
る
。

芙
美
子
本
人
は
、「
こ
の
放
浪
記
に
は
、
あ
ま
り
手
を
入
れ
ま
せ
ん
で
し
た
」

と
述
べ
て
い
る
が
、
廣
畑
研
二
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
実
は
大
き
い
訂
正
が
行

わ
れ
て
い
る
（
芙
美
子
は
、
こ
の
よ
う
な
改
稿
を
「
大
き
く
な
い
」
と
思
っ
た

か
も
し
れ
な
い
が
）
８
）
。

最
後
の
部
分
に
は
「
追
ひ
書
き
」
を
挿
入
し
て
い
る
。
そ
れ
に
、
文
体
に
も

大
き
い
変
化
が
あ
っ
た
。『
放
浪
記
』の
成
立
過
程
に
関
す
る
先
行
研
究
で
指
摘

さ
れ
る
文
体
の
改
稿
は
、
こ
の
「
選
集
」
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
一
九
三
九
年
一
一
月
二
一
日
に
は
『
放
浪
記
｜
決
定
版
｜
』（
以
後
、

「
決
定
版
」
と
表
記
）
が
発
刊
さ
れ
た
。
こ
の
「
決
定
版
」
は
新
潮
社
か
ら
出
て

い
る
。「

放
浪
記
」は
、
幼
い
文
字
で
、
若
い
私
の
生
活
を
物
語
っ
て
ゐ
る
作
品

だ
け
れ
ど
も
、私
は
こ
れ
を
私
の
作
品
の
代
表
的
な
も
の
に
さ
れ
る
の
は
、

い
ま
は
不
服
な
気
持
ち
で
あ
る
。（
…
）

「
放
浪
記
」は
、
い
ま
ま
で
に
ず
ゐ
ぶ
ん
版
を
重
ね
て
、
若
い
ひ
と
た
ち

に
多
く
読
ま
れ
て
き
た
。
今
度
決
定
版
と
し
て
出
版
す
る
に
あ
た
り
、
不

備
だ
つ
た
処
を
思
ひ
き
り
私
は
書
き
な
ほ
し
て
み
た
９
）
。

要
す
る
に
、「
決
定
版
」の
発
刊
に
よ
っ
て
、
作
品
に
お
け
る
不
備
な
点
を
補

完
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
人
気
作
家
に
な
っ
た
芙
美
子
に
と
っ
て
、

粗
末
な
出
世
作
の
存
在
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
の

作
品
が
自
分
の
代
表
作
で
あ
る
以
上
、
必
ず
そ
れ
を
改
稿
し
て
み
た
い
と
思
っ

た
の
に
違
い
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
決
定
版
」
が
改
造
社
で
は
な
く
、
新
潮
社
で
発
刊
さ
れ

た
経
緯
に
関
す
る
分
析
は
ま
っ
た
く
行
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
論
者
は
改

造
社
と
の
関
係
と
い
う
側
面
と
関
連
づ
け
て
仮
定
し
て
み
た
。

ま
ず
、
一
九
三
九
年
に
新
潮
社
版
『
放
浪
記
』
が
出
た
と
は
い
え
、
そ
の
後
、

再
び
改
造
社
か
ら
『
放
浪
記
』
を
発
刊
さ
せ
た
こ
と
も
あ
る
の
で
、
芙
美
子
と
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改
造
社
が
対
立
関
係
に
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
こ
れ
は
、
雑
誌
『
改
造
』

に
対
す
る
芙
美
子
の
寄
稿
数
や
寄
稿
期
間
か
ら
確
認
で
き
る
。

芙
美
子
は
、
一
九
二
九
年
一
〇
月
号
の
「
九
州
炭
坑
街
放
浪
記
」
を
は
じ
め
、

一
九
五
〇
年
一
二
月
号
の
「
熱
海
閑
談
」
に
至
る
ま
で
、
二
一
年
間
で
四
五
遍

の
文
章
を
寄
稿
し
た
（
一
九
四
二
年
、
一
九
四
四
年
、
一
九
四
五
年
、
一
九
四

八
年
、
一
九
四
九
年
に
は
寄
稿
な
し
）。

一
九
四
二
年
と
一
九
四
四
年
、
そ
し
て
一
九
四
五
年
に
寄
稿
が
な
い
の
は
、

当
時
『
改
造
』
が
共
産
主
義
的
な
思
想
の
文
章
を
掲
載
し
た
嫌
疑
で
、
一
九
四

四
年
に
廃
刊
、
一
九
四
六
年
に
復
刊
さ
れ
た
こ
と
と
関
係
が
あ
る
。
一
九
四
八

年
と
一
九
四
九
年
は
、
芙
美
子
が
数
多
く
の
作
品
を
発
表
し
た
時
期
で
、
単
行

本
の
執
筆
や
多
様
な
雑
誌
へ
の
寄
稿
が
続
き
、『
改
造
』に
ま
で
寄
稿
す
る
余
裕

は
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

一
方
、
雑
誌
『
新
潮
』
に
は
、
一
九
三
〇
年
一
〇
月
号
の
「
彼
女
の
履
歴
」

か
ら
一
九
四
一
年
一
二
月
号
の
「
万
葉
集
の
好
き
な
歌
（
ハ
ガ
キ
回
答
）」
ま
で
、

一
一
年
間
で
二
七
遍
の
文
章
を
載
せ
た
。
単
純
に
割
合
の
側
面
か
ら
見
る
と
、

『
改
造
』
と
『
新
潮
』
に
寄
稿
し
た
文
章
の
量
は
似
た
り
寄
っ
た
り
で
あ
る
。
と

こ
ろ
で
、『
新
潮
』に
は
太
平
洋
戦
争
勃
発
以
後
、
二
度
と
寄
稿
し
な
か
っ
た
反

面
、『
改
造
』に
は
、
亡
く
な
る
約
五
ヶ
月
前
ま
で
寄
稿
が
続
い
た
。
こ
の
よ
う

な
こ
と
か
ら
見
る
と
、
改
造
社
と
の
関
係
が
悪
か
っ
た
と
は
見
ら
れ
な
い
。

し
か
し
、
一
九
三
九
年
に
な
る
と
、
出
版
界
を
対
象
に
し
た
検
閲
が
厳
し
く

な
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
芙
美
子
と
改
造
社
の
関
係
に
も
微
妙
な
亀
裂
が
生
ま
れ

は
じ
め
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
状
況
が
、
新
潮
社
か
ら
の
「
決
定
版
」
発

刊
を
導
く
こ
と
に
な
る
。

新
潮
社
の
「
決
定
版
」
も
改
造
社
版
の
「
選
集
」
の
よ
う
に
、
伏
せ
字
お
よ

び
文
章
の
空
白
処
理
な
ど
が
見
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、「
選
集
」に
は
問
題
な
く

記
述
さ
れ
た
部
分
が
、「
決
定
版
」に
は
新
た
に
伏
せ
字
に
な
っ
た
と
こ
ろ
も
あ

る
。
そ
の
例
と
し
て
、『
放
浪
記
』に
登
場
す
る
平
林
た
い
子
の
夫
山
本
虎
三
の

名
前
が
、「
決
定
版
」
に
は
新
た
に
伏
せ
ら
れ
て
い
る
部
分
な
ど
が
あ
る
。

一
九
三
九
年
ご
ろ
の
『
改
造
』
は
、
思
想
的
な
色
彩
を
帯
び
て
い
た
。
こ
れ

は
、
改
造
社
の
全
体
的
な
編
集
方
針
に
も
影
響
を
与
え
、
当
時
改
造
社
で
発
刊

さ
れ
た
書
物
を
見
て
も
よ
く
確
認
で
き
る
。
例
え
ば
「
選
集
」
発
刊
か
ら
四
ヶ

月
前
で
あ
る
一
九
三
七
年
二
月
、
石
坂
洋
次
郎
の
『
若
い
人
』
前
編
が
、
同
年

一
二
月
に
は
後
編
が
発
禁
処
分
を
受
け
て
お
り
、
右
翼
団
体
か
ら
も
不
敬
罪
、

誣
告
罪
で
告
訴
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
当
時
の
改
造
社
は
、
時
代
的
な
状
況
と

は
対
照
的
な
立
場
の
出
版
社
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
出
版
社
の
書
籍

に
、
厳
し
い
検
閲
が
行
わ
れ
た
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。

芙
美
子
に
お
い
て
、
改
造
社
の
左
翼
的
傾
向
、
ま
た
そ
れ
に
従
う
検
閲
の
問

題
は
、
か
な
り
気
に
入
ら
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
『
放
浪
記
』
を
含
め

て
、
改
造
社
か
ら
の
単
行
本
出
版
を
減
ら
し
は
じ
め
、
ほ
か
の
出
版
社
か
ら
発

刊
さ
れ
る
単
行
本
の
数
を
増
や
し
た
と
見
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
長
期
間
に
渡
っ
て
行
わ
れ
た
『
改
造
』
へ
の
寄
稿
は
、
芙
美
子
と

改
造
社
の
円
満
な
関
係
を
意
味
す
る
こ
と
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。む
し
ろ
、

そ
の
寄
稿
は
、
改
造
社
と
の
疎
遠
な
関
係
を
最
小
限
度
に
維
持
す
る
た
め
の
安

全
装
置
で
あ
っ
た
。
一
九
三
九
年
以
後
、
改
造
社
か
ら
発
刊
さ
れ
た
芙
美
子
の

単
行
本
は
全
部
で
六
冊
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
『
放
浪
記
』

と
『
続
放
浪
記
』
の
よ
う
に
、
以
前
発
刊
さ
れ
た
作
品
の
再
刊
本
で
あ
っ
た
。
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雑
誌
『
改
造
』
へ
の
寄
稿
活
動
と
反
比
例
す
る
発
刊
数
で
あ
る
10
）
。

芙
美
子
は
、現
実
を
考
慮
せ
ず
、空
論
化
す
る
社
会
主
義
思
想
に
反
感
を
持
っ

て
い
た
。
こ
の
反
感
に
つ
い
て
は
、『
女
人
芸
術
』に
関
す
る
芙
美
子
の
発
言
と

『
放
浪
記
』
の
内
容
か
ら
確
認
で
き
る
。

一
九
三
〇
年
ご
ろ
の
『
女
人
芸
術
』
は
、
創
刊
当
時
の
「
新
人
女
性
作
家
の

発
掘
」
と
い
う
趣
旨
が
希
釈
さ
れ
、
永
島
暢
子
ら
は
、
当
時
の
支
配
階
級
を
批

判
す
る
批
評
を
掲
載
す
る
な
ど
、
左
傾
思
想
の
雑
誌
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
よ

う
な
編
集
方
向
の
転
換
は
雑
誌
の
発
禁
処
分
ま
で
招
来
し
た
。

芙
美
子
は
『
女
人
芸
術
』
が
左
傾
化
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
穏
や
か
で
は

な
か
っ
た
。
尾
形
明
子
は
、
こ
う
し
た
芙
美
子
の
心
境
を
『
放
浪
記
』
の
中
で

探
し
て
い
る
。

い
つ
た
い
革
命
と
は
、
ど
こ
を
吹
い
て
ゐ
る
風
な
ん
だ
…
…
中
々
う
ま
い

言
葉
を
沢
山
知
つ
て
い
ゐ
る
。
日
本
の
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ャ
、
日
本
の
社

会
主
義
者
は
、
お
伽
噺
を
空
想
し
て
ゐ
る
の
か
11
）
!

こ
れ
は
『
女
人
芸
術
』
一
九
二
九
年
一
二
月
号
に
載
せ
ら
れ
た
「
目
標
を
消

す
」
の
一
部
と
し
て
、
当
時
日
本
の
社
会
主
義
者
に
対
す
る
芙
美
子
の
批
判
意

識
が
見
ら
れ
る
場
面
で
あ
る
12
）
。

『
放
浪
記
』
は
『
女
人
芸
術
』
に
連
載
す
る
前
か
ら
完
成
し
て
い
た
作
品
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
革
命
的
な
知
識
人
と
社
会
主
義
者
に
対
す
る
反
感
は
、
以
前
か

ら
の
生
活
実
感
に
よ
っ
て
内
在
し
て
い
た
感
情
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
人
気
作

『
放
浪
記
』を
書
い
た
作
家
の
立
場
を
批
判
す
る
人
た
ち
が
登
場
す
る
の
も
必
然

で
あ
っ
た
。

芙
美
子
は
一
九
三
七
年
の
「
選
集
」
を
通
じ
て
、
こ
の
『
放
浪
記
』
に
対
す

る
世
間
の
批
判
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。

偉
い
方
達
の
云
ふ
「
思
想
」
も
大
切
で
は
あ
る
け
れ
ど
、
生
活
あ
っ
て
こ

そ
の
思
想
で
、
思
想
と
は
高
邁
な
も
の
ば
か
り
し
か
口
に
し
な
い
人
達
の

も
の
で
も
な
い
と
思
ひ
ま
す
。
こ
の
放
浪
記
に
は
思
想
が
な
い
と
、
そ
の

当
時
批
評
を
受
け
ま
し
た
け
れ
ど
、
こ
れ
だ
っ
て
一
人
の
「
人
間
の
書
」

で
は
あ
る
の
だ
と
、
私
は
そ
っ
と
誇
り
た
い
気
持
ち
も
あ
る
の
で
す
13
）
。

こ
の
よ
う
に
、
芙
美
子
は
、
左
翼
思
想
の
現
実
か
ら
遊
離
し
た
抽
象
性
を
批

判
し
、
む
し
ろ
日
常
の
生
活
自
体
こ
そ
「
思
想
」
で
は
な
い
か
と
主
張
す
る
。

一
九
三
九
年
の
「
決
定
版
」
で
は
、
こ
う
し
た
批
判
に
対
し
て
同
様
に
反
論
し

て
い
る
。
芙
美
子
は
「
決
定
版
」
の
は
し
が
き
で
「『
放
浪
記
』
に
は
思
想
が
な

い
」
と
批
判
す
る
意
見
を
紹
介
し
、
そ
の
「
思
想
」
と
い
う
概
念
自
体
に
対
す

る
疑
問
、
そ
れ
に
対
す
る
反
感
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

発
表
し
た
当
時
は
、
左
翼
運
動
の
さ
か
ん
な
頃
で
、「
放
浪
記
」に
は
、
思

想
が
な
い
と
云
っ
て
随
分
ひ
ど
い
批
評
を
う
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の

批
評
に
も
私
は
黙
っ
て
応
へ
な
か
っ
た
が
、
い
は
ゆ
る
「
思
想
」
も
大
切

で
は
あ
る
け
れ
ど
、
生
活
あ
っ
て
こ
そ
の
思
想
で
、
そ
の
人
た
ち
の
云
ふ

高
邁
な
思
想
と
云
ふ
の
は
、
い
っ
た
い
何
を
指
し
て
云
ふ
の
で
あ
ら
う

か
14
）
。
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改
造
社
か
ら
「
選
集
」
を
発
刊
し
た
後
、
彼
女
は
一
九
三
八
年
一
二
月
に
『
戦

線
』、
一
九
三
九
年
一
月
に
『
北
岸
部
隊
』
と
い
う
戦
争
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
を
発

表
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
時
代
の
流
れ
に
便
乗
し
な
が
ら
「
最
前
線
で
活
躍
す
る
女
性

作
家
」と
い
う
強
靱
な
イ
メ
ー
ジ
を
構
築
し
て
い
た
彼
女
に
お
い
て
、『
放
浪
記
』

に
対
す
る
批
判
は
、
容
認
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
違
い
な
い
。
そ
こ
で
再
び
、

反
論
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
芙
美
子
は
新
潮
社
版
「
決
定
版
」
で
反
論
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

強
靱
な
女
性
作
家
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
を
維
持
す
る
一
方
、『
放
浪
記
』を
批
判

し
た
人
た
ち
へ
の
強
い
反
感
も
表
出
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

さ
ら
に
、
こ
の
「
決
定
版
」
の
売
り
上
げ
も
相
当
な
も
の
で
あ
っ
た
。『
新
潮

社
八
十
年
図
書
総
目
録
』
に
よ
る
と
、「
決
定
版
」
は
一
九
三
九
年
一
一
月
か
ら

一
九
四
一
年
六
月
ま
で
の
約
一
年
五
ヶ
月
で
、
売
り
上
げ
は
十
万
四
千
部
に
達

し
た
。
一
九
四
一
年
二
月
に
は
、
改
造
社
か
ら
『
新
日
本
文
學
全
集

第
十
一

巻
・
林
芙
美
子
集
』
が
出
た
の
に
、
一
定
期
間
「
決
定
版
」
が
売
ら
れ
た
の
で

あ
る
。

三

初
版
と
「
決
定
版
」
の
比
較

で
は
、
初
版
と
「
決
定
版
」
の
相
違
点
に
つ
い
て
具
体
的
な
例
を
挙
げ
て
み

る
。
次
の
引
用
は
、「
粗
忽
者
の
涙
」
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
一
部
で
あ
る
。

（
初
版
）

六
月
×
日

ほ
が
ら
か
な
空そら
な
の
で
、
丘をか
の
上うへ
の
絹きぬ
の
や
う
な
緑みどりを
戀こ
ひ
し
て
、
久ひさ
し

振ぶ
り
に
、
貧まづ
し
い
女をんなと
男をとこは
散さん
歩ぽ
に
出で
る
話はなしを
し
た
。

鍵かぎ
を
締し
め
て
、
一
足あし
お
そ
く
出で
る
と
、
ど
つ
ち
へ
行い
つ
た
も
の
か
、
男をとこの

蔭かげ
は
見み
え
な
い
。

焦い
〳
〵々

し
て
陽ひ
照で
り
の
は
げ
し
い
丘をか
の
路みち
を
行い
つ
た
り
來き
た
り
し
た
が
、
随ずゐ

分ぶん
お﹅
か﹅
し﹅
な﹅
話はなしで
あ
る
。

あ
ざ
み
の
くき

の
や
う
に
怒いか
り
た
つ
た
男をとこは
、
私わたしの
背せ
を
は
げ
し
く
突つ
く
と

閉と
ざ
し
た
家いへ
へ
は
し
つ
て
し
ま
つ
た
。

「
オ
イ
!

鍵かぎ
を
投な
げ
ろ
ツ
!
」

叉また
か
…
…
私わたしは
泥どろ
棒ぼう
猫ねこ
の
や
う
に
、
臺だい
所どころか
ら
は
い
る
と
、
男をとこは
い
き
な

り
、
た
わ
し
や
茶ちや
碗わん
を
私わたしの
胸むね
に
投な
げ
つ
け
る
15
）
。

（
決
定
版
）

（
六
月
×
日
）

美
し
い
透
き
と
ほ
つ
た
空
な
の
で
、
丘
の
上
の
緑
を
見
た
い
と
云
つ
て
、

久
し
振
り
に
貧
し
い
私
達
は
散
歩
に
出
る
話
を
し
た
。
鍵
を
締
め
て
、
一
足

お
そ
く
出
て
行
つ
て
み
る
と
、
ど
つ
ち
へ
行
つ
た
も
の
か
、
夫
の
蔭
は
そ
の

邉
に
見
え
な
か
つ
た
。
焦
々
し
て
陽
照
り
の
は
げ
し
い
丘
の
路
を
行
つ
た
り

來
た
り
し
て
み
た
け
れ
ど
随
分
を
か
し
な
話
で
あ
る
。
待
ち
ぼ
け
を
食
つ
た

と
怒
つ
て
し
ま
つ
た
夫
は
、
私
の
背
を
は
げ
し
く
突
き
飛
ば
す
と
閉
ざ
し
た

家
へ
は
い
つ
て
し
ま
つ
た
。
叉
お
こ
つ
て
ゐ
る
。
私
は
泥
棒
猫
の
や
う
に
臺
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所
か
ら
部
屋
へ
は
い
る
と
、
夫
は
い
き
な
り
束
子
た
は
し

や
茶
碗
を
私
の
胸
に
投
げ

つ
け
て
來
た
16
）
。

こ
の
引
用
で
は
確
認
で
き
な
い
が
、
初
版
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に

タ
イ
ト
ル
名
が
付
け
て
お
り
、
文
末
に
は
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
作
成
年
度
が
書
か
れ

て
い
る
一
方
、「
決
定
版
」
に
は
そ
れ
が
全
部
削
除
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
初
版
に
は
、
ほ
ぼ
全
て
の
漢
字
に
ル
ビ
が
付
さ
れ
て
い
る
。
頻
繁
な
改

行
が
見
ら
れ
る
の
も
初
版
の
特
徴
で
あ
り
、
口
語
体
も
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
。

一
方
、「
決
定
版
」に
は
ル
ビ
が
あ
ま
り
付
け
ら
れ
て
い
な
い
。
漢
字
の
表
記

も
一
部
変
え
ら
れ
て
お
り
、
誤
字
の
訂
正
も
行
わ
れ
て
い
る
。

初
版
の
よ
う
な
頻
繁
な
改
行
も
「
決
定
版
」
に
は
見
ら
れ
な
い
。
改
行
の
減

少
に
よ
っ
て
、
日
記
文
よ
り
、
小
説
に
近
く
形
に
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
特
定
人
物
に
対
す
る
人
称
代
名
詞
に
も
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
初

版
に
は
、
無
礼
な
同
棲
男
に
飽
き
飽
き
し
て
、
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
限
定
で「
夫
」

で
は
な
く
、「
男
」と
い
う
人
称
代
名
詞
を
使
っ
て
い
る
。
し
か
し
、「
決
定
版
」

で
は
、
全
部
「
夫
」
と
書
き
換
え
、
主
人
公
が
「
叫
ぶ
」
部
分
も
削
除
し
、
感

情
を
表
現
す
る
文
章
を
整
え
、
忍
耐
す
る
女
性
の
姿
を
強
調
し
て
い
る
。

つ
ま
り
「
決
定
版
」
で
は
、
人
称
の
統
一
を
通
じ
て
女
性
の
直
接
的
な
感
情

表
現
と
い
う
初
版
の
特
徴
を
、
あ
る
程
度
自
制
し
て
い
る
。

ほ
か
に
も
、「
決
定
版
」は
初
版
で
伏
せ
字
に
な
っ
て
い
る
部
分
を
一
部
復
元

し
て
い
る
点
も
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

（
初
版
）

自
動
車

く
る
ま

は
雨あめ
に
打う
た
れ
た
ま
ゝ
夜よる
の
櫟くぬぎ
林ばやしに
轉ころ
が
つ
て
し
ま
つ
た
。

私わたしは
×
×
×
×
×
×
×
を
感かん
じ
た
。
機き
械かい
油あぶらく
さ
い
菜な
つ
ぱ
服ふく
に
×
×
×

る
と
、
私わたしは
お
か
し
く
も
な
い
笑わら
ひ
が
こ
み
上あ
げ
て
來き
た
。

十
七
八
の
娘むすめで
は
な
し
、
私わたしは
逃に
げ
る
道みち
を
上じょう手ず
に
心こころ得え
て
ゐ
る
17
）
。

（
決
定
版
）

自
動
車
は
雨
に
打
た
れ
た
ま
ゝ
夜
の
櫟
林
に
と
ま
つ
て
し
ま
つ
た
。

私
は
何
か
せ
つ
ぱ
つ
ま
つ
た
も
の
を
感
じ
た
。
機
械
油
く
さ
い
松
さ
ん
の

菜
つ
ぱ
服
を
み
て
ゐ
る
と
、
私
は
を
か
し
く
も
な
い
笑
ひ
が
こ
み
上
げ
て
來

て
仕
方
が
な
い
。
十
七
八
の
娘
で
は
な
い
も
の
。
私
は
逃
げ
る
道
な
ん
か
上

手
に
心
得
て
ゐ
る
18
）
。

こ
の
よ
う
に
、
初
版
で
は
伏
せ
字
に
な
っ
て
い
る
部
分
が
「
決
定
版
」
に
お

い
て
は
、
復
元
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
改
訂
は
、
完
全
な
『
放
浪
記
』
を
残

し
た
か
っ
た
芙
美
子
の
努
力
だ
と
見
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、『
放
浪
記
』の
伏
せ

字
は
ほ
ぼ
復
元
さ
れ
て
い
る
一
方
、『
続
放
浪
記
』の
伏
せ
字
は
、
あ
ま
り
復
元

さ
れ
ず
、そ
の
前
後
の
語
句
や
文
章
も
含
め
て
削
除
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。

こ
の
『
続
放
浪
記
』
も
『
放
浪
記
』
と
同
じ
く
『
女
人
芸
術
』
連
載
当
時
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
収
録
し
て
い
る
が
、「
決
定
版
」に
お
い
で
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な

構
成
を
取
っ
て
い
た
の
か
不
明
で
あ
る
。
こ
う
し
た
『
続
放
浪
記
』
の
伏
せ
字

問
題
は
、「
決
定
版
」
に
お
け
る
一
つ
の
重
要
な
批
判
要
素
に
な
る
。
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四

改
定
版
（「
決
定
版
」）
の
伏
せ
字
問
題

と
こ
ろ
で
最
近
の
『
放
浪
記
』
研
究
で
作
品
の
成
立
過
程
を
論
じ
る
と
き
、

改
訂
版
に
対
し
て
激
し
く
批
判
す
る
意
見
が
出
て
い
る
。

森
英
一
は
『
放
浪
記
』
の
改
訂
を
「
ほ
ぼ
十
年
後
に
作
者
自
身
が
そ
う
い
う

短
所
や
欠
点
を
可
能
な
限
り
排
除
し
よ
う
と
作
品
に
手
を
加
え
た
。そ
の
結
果
、

確
か
に
読
み
や
す
く
は
な
っ
た
。
し
か
し
、

生
と
性

に
立
ち
む
か
う
主
人
公

の
像
は
か
な
り
不
鮮
明
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。」
と
批
判
す
る
19
）
。

尾
形
明
子
も
改
訂
を
批
判
し
て
い
る
。
尾
形
は「
乱
暴
な
言
葉
が
改
め
ら
れ
、

あ
る
い
は
削
除
さ
れ
、
形
容
詞
、
擬
音
が
省
か
れ
る
。
描
写
が
具
体
的
と
な
り

説
明
が
多
く
な
る
等
々
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
の
断
定
的
な
独
自
体
の
リ
ズ
ム
が

崩
れ
、
歯
切
れ
よ
い
生
々
と
し
た
テ
ン
ポ
が
、「
放
浪
記
」の
特
色
と
い
わ
れ
る

セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
な
も
の
に
変
わ
る
。
耳
ざ
わ
り
の
よ
い
歌
と
な
る
。
こ
の
大

幅
な
加
筆
、
改
訂
が
「
放
浪
記
」
に
と
っ
て
幸
福
で
あ
っ
た
と
は
と
う
て
い
思

わ
な
い
。
筆
な
れ
た
芙
美
子
に
手
に
よ
り
幼
い
文
字
が
整
え
ら
れ
た
時
、
そ
れ

は
そ
の
ま
ま
「
放
浪
記
」
を
強
烈
に
貫
い
て
い
た
詩
精
神
と
リ
ズ
ム
の
喪
失
を

意
味
す
る
。（
中
略
）彼
女
自
身
の
た
め
に
書
き
綴
っ
た
同
じ
も
の
を
、
読
者
を

想
定
し
て
改
め
た
時
、「
放
浪
記
」は
字
句
や
文
脈
の
改
訂
を
越
え
て
、
本
質
か

ら
変
え
ら
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
え
る
。」
と
述
べ
て
い
る
20
）
。

さ
ら
に
、
森
ま
ゆ
み
は
『
放
浪
記
』
の
改
稿
部
分
を
紹
介
し
な
が
ら
「
当
初

の
、
二
十
そ
こ
そ
こ
の
、
ど
ん
底
の
女
の
野
性
的
な
詩
情
や
開
き
直
り
は
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
。」「
あ
れ
ほ
ど
人
の
目
を
気
に
せ
ず
、
ヤ
ブ
レ
カ
ブ
レ
に
生

き
て
い
た
フ
ミ
コ
さ
ん
は
、
作
品
の
評
価
を
気
に
す
る
人
気
作
家
に
な
っ
て
、

「
立
派
な
」「
澄
ん
だ
」
仕
事
を
企
て
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。」
と
批
判
し
て
い

る
21
）
。

こ
の
よ
う
な
『
放
浪
記
』
の
改
訂
に
対
す
る
批
判
は
、
共
通
し
て
『
放
浪
記
』

と
い
う
作
品
は
「
荒
っ
ぽ
い
」
作
品
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
し
て
い
る

の
が
特
徴
で
あ
る
。

し
か
し
、
な
ぜ
『
放
浪
記
』
が
荒
々
し
い
文
章
で
書
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
か
。
こ
う
し
た
意
見
は
、『
放
浪
記
』を
洗
練
さ
れ
た
文
章
に
書
き
直
す
た
め

に
行
っ
た
改
訂
の
結
果
を
一
方
的
に
非
難
し
て
い
る
。

尾
形
と
森
ま
ゆ
み
の
批
判
は
、
初
版
の
過
激
な
部
分
が
な
く
な
っ
た
こ
と
に

焦
点
を
合
わ
せ
て
い
る
。
つ
ま
り
『
放
浪
記
』
の
文
学
的
な
意
義
は
、
駆
け
出

し
の
文
学
で
あ
る
時
に
存
在
す
る
と
判
断
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
意
見
は「
男
勝
り
の
勝
ち
気
な
林
芙
美
子
」と
い
う
作
家
イ
メ
ー

ジ
に
便
乗
し
た
評
価
と
し
て
見
る
方
が
正
し
い
22
）
。
言
い
換
え
れ
ば
、
一
九
三

九
年
以
後
、
確
立
さ
れ
て
い
た
作
家
の
イ
メ
ー
ジ
に
捕
ら
わ
れ
た
見
方
に
す
ぎ

な
い
の
で
あ
る
。
単
純
に
、
改
稿
に
よ
っ
て
初
版
の
特
徴
が
見
ら
れ
な
く
な
っ

た
だ
け
で
、
批
判
の
対
象
に
な
る
の
は
認
め
ら
れ
な
い
。

論
者
は
、『
放
浪
記
』の
改
訂
に
お
い
て
批
判
す
べ
き
部
分
は
、
別
の
と
こ
ろ

に
あ
る
と
考
え
る
。
そ
の
一
例
と
し
て
は
「
決
定
版
」
の
特
徴
と
し
て
指
摘
し

た
「
伏
せ
字
」
に
関
す
る
問
題
を
挙
げ
た
い
。「
決
定
版
」
に
は
初
版
の
伏
せ
字

が
一
部
復
元
さ
れ
て
い
る
と
、
す
で
に
指
摘
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
伏
せ
字
が

復
元
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
新
た
な
問
題
が
生
じ
て
い
る
。
例
え
ば
、「
決
定
版
」

が
描
い
て
い
る
『
続
放
浪
記
』
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
、
伏
せ
字
が
あ
る
文
章
を
無

分
別
に
削
除
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
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①
（
初
版
）

何なん
で
も
な
い
風ふう
を
よ
そ
を
つ
て
、
玄げん
関くわんへ
で
る
。

「
荷に
物もつ
を
持も
つ
て
、
も
う
か

へ
る
の
…
…
…
。」

×
×
の
寫しゃ
眞しん
を
、
ま
る
で
散ちら
し
の
や
う
に
枕まくら
元もと
に
散さん
らん

さ
せ
て
ゐ
た
女
をんな

が
、
フ
ツ
と
起お
き
あ
が
つ
て
、
そ
れ
に
座ざ
蒲ぶ
團とん
を
か
ぶ
せ
る
と
、

「
ち
よ
い
と
、
先せん
生せい
が
か
へ
る
ま
で
か

へ
つ
ち
や
駄だ
目め
だ
わ
…
…
…
（
後

略
）。」
23
）

（
決
定
版
）

何
で
も
な
い
風
を
よ
そ
ほ
ひ
、
玄
関
へ
出
る
。

「
ど
う
し
た
の
、
荷
物
を
持
つ
た
り
し
て
、
も
う

る
の
…
…
」

「
ち
よ
い
と
、先
生
が
か
へ
る
ま
で
は

つ
ち
や
駄
目
だ
わ
…
…
私
達
が
叱

ら
れ
る
も
の
、
そ
れ
に
ど
ん
な
も
ん
持
つ
て
行
か
れ
る
か
判
ら
な
い
し
。」
24
）

②
（
初
版
）

私わたしは
わ
け
も
な
く
涙なみだが
あ
ふ
れ
た
。
事じ
務む
員ゐん
を
し
た
り
し
て
、
つ
く
し
た

私わたしの
男をとこが
、
大だい
學がく
を
出だ
る
と
、
造ざう
船ぜん
所じよ
の
社しや
員ゐん
に
な
つ
て
、
す
ま
し
た
生せい
活
くわつ

を
し
て
ゐ
る
。
ど
う
し
て
も
會あ
つ
て
か

へ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
こ
ゝ
か
ら
見み
て
る
と
、
あ
ん
な
門もん
位くらゐ、
船ふね
に
つ
か
ふ
×
×
×
×
×
×
を
投な
げ

や
す
ぐ
崩くづ
れ
ち
や
ふ
の
に
。」

「
職しよく
工こう
は
正しやう
直ぢき
で
か
ん
す
け
ん
、
皆みな
體からだ
で
打ぶつ
ゝ
か
つ
て
行ゆ
き
や
ん
さ
ア

ね
。」
25
）

（
決
定
版
）

私
は
わ
け
も
な
く
涙
が
あ
ふ
れ
て
ゐ
た
。
事
務
員
を
し
た
り
し
て
あ
ん
な

に
つ
く
し
た
私
の
男
が
、
大
學
を
出
る
と
、
造
船
所
の
社
員
に
な
つ
て
、
す

ま
し
た
生
活
を
し
て
ゐ
る
、
こ
ゝ
か
ら
見
て
ゐ
る
と
、
あ
ん
な
門
位
は
す
ぐ

崩
れ
て
し
ま
ふ
や
う
に
も
ろ
く
見
え
て
ゐ
る
の
に
…
。

「
職
工
は
正
直
で
が
ん
す
け
ん
、
皆
體
で
打
つ
つ
か
つ
て
行
き
や
ん
さ
ア

ね
。」
26
）

初
版
『
放
浪
記
』
で
伏
せ
字
に
な
っ
た
部
分
は
、
一
一
箇
所
（
初
版
で

は
×
×
×
×
と
表
記
さ
れ
た
が
、「
決
定
版
」
で
は
（
六
月
×
日
）
と
改
稿
さ
れ

た
部
分
を
含
む
）
が
あ
り
、『
続
放
浪
記
』
に
は
二
六
〜
二
九
箇
所
（「
○
」
も

伏
せ
字
と
し
て
含
む
場
合
、
二
九
箇
所
に
な
る
）
が
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
引
用

の
よ
う
に
「
決
定
版
」
の
『
続
放
浪
記
』
に
は
、
伏
せ
字
が
含
ま
れ
て
い
る
文

章
が
全
部
、
も
し
く
は
一
部
が
削
除
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。

「
決
定
版
」
に
収
録
さ
れ
た
『
放
浪
記
』
の
場
合
、
伏
せ
字
の
部
分
が
削
除
さ

れ
て
い
る
の
は
一
箇
所
し
か
な
い
。
し
か
し
、『
続
放
浪
記
』の
場
合
、
伏
せ
字

が
含
ま
れ
て
い
る
一
五
箇
所
（「
○
」
を
含
む
と
一
七
箇
所
）
の
文
章
が
削
除
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
削
除
し
な
い
と
き
は
、
空
白
処
理
に
す
る
場
合
も
あ
る
。

つ
ま
り
、『
続
放
浪
記
』
が
『
放
浪
記
』
よ
り
二
倍
以
上
の
伏
せ
字
が
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、「
決
定
版
」で
は
十
分
な
復
元
が
行
わ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
事
実
に
言
及
せ
ず
、
今
ま
で
の
『
放
浪
記
』
に
お
い
て
不
備
な
点
を

補
完
し
た
も
の
が
「
決
定
版
」
だ
と
い
う
芙
美
子
の
言
動
に
は
、
再
考
の
余
地

が
あ
る
。
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た
だ
し
、
こ
れ
は
検
閲
の
問
題
と
も
関
連
づ
け
て
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

伏
せ
字
は
、
内
務
省
の
検
閲
に
よ
っ
て
、
も
し
く
は
出
版
社
や
作
家
の
自
主
的

な
検
閲
（
内
閲
）
に
よ
っ
て
発
生
す
る
。
こ
こ
で
、
出
版
社
や
作
家
に
よ
る
内

閲
は
、
内
容
的
に
検
閲
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
部
分
を
伏
せ
字
に
し
た
後
、
検

閲
官
に
提
出
す
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
検
閲
さ
れ
る
側
の
過
剰
な
反
応
、

当
時
の
検
閲
シ
ス
テ
ム
の
過
剰
な
内
面
化
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
す

る
。ま

た
、
伏
せ
字
を
削
除
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
作
品
に
行
わ
れ
た
検
閲
行
為

自
体
が
隠
蔽
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
伏
せ
字
の
削
除
に
よ
っ

て
文
学
作
品
に
加
え
ら
れ
た
権
力
（
伏
せ
字
）
の
痕
跡
が
不
可
視
化
さ
れ
る
の

で
あ
る
。

こ
う
し
た
内
閲
に
つ
い
て
、
芙
美
子
本
人
も
積
極
的
に
荷
担
し
て
い
る
と
見

ら
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
戦
争
行
為
に
協
力
し
「
時
流
に
乗
っ
た
作
家
イ
メ
ー

ジ
」
と
も
一
致
す
る
。
こ
れ
ほ
ど
「
決
定
版
」
に
は
、
検
閲
の
痕
跡
が
巧
妙
に

隠
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
弁
解
の
余
地
が
な
い
27
）
。

五

『
新
日
本
文
學
全
集

第
十
一
巻
・
林
芙
美
子
集
』

一
九
四
一
年
に
は
、
再
び
改
造
社
か
ら
『
放
浪
記
』
が
発
刊
さ
れ
る
。
芙
美

子
は
、
こ
の
『
新
日
本
文
學
全
集

第
十
一
巻
・
林
芙
美
子
集
』（
改
造
社
、
一

九
四
一
年
。
以
後
、「
林
芙
美
子
集
」
と
表
記
）
の
「
作
品
に
つ
い
て
」
を
通
じ

て
、『
放
浪
記
』
と
い
う
作
品
に
対
す
る
解
釈
や
、「
林
芙
美
子
集
」
を
発
刊
し

た
経
緯
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
現
在
林
芙
美
子
の
全
集
と
し
て

一
般
的
に
参
考
さ
れ
る
文
泉
堂
出
版
の
『
林
芙
美
子
全
集
』
に
は
収
録
さ
れ
て

お
ら
ず
、
こ
こ
で
『
放
浪
記
』
に
関
し
て
言
及
し
て
い
る
部
分
を
す
べ
て
引
用

し
て
お
く
。

「
放
浪
記
」は
、
云
は
ゞ
私
の
作
品
と
し
て
は
処
女
作
の
や
う
な
も
の
で

す
け
れ
ど
、
い
ま
読
ん
で
み
る
と
、
自
分
の
も
の
と
し
て
は
非
常
に
苦
し

い
も
の
で
、
何
時
の
場
合
で
も
、
放
浪
記
は
私
に
と
っ
て
暗
い
影
の
や
う

な
も
の
に
思
へ
ま
す
。
現
在
は
こ
の
放
浪
記
の
時
代
か
ら
十
年
以
上
も
歳

月
が
過
ぎ
て
し
ま
っ
て
、
い
ま
考
へ
て
み
ま
す
と
、
私
の
青
春
の
嘔
吐
を

見
る
や
う
な
淋
し
い
も
の
を
感
じ
な
い
で
は
ゐ
ら
れ
ま
せ
ん
。
だ
け
ど
、

こ
れ
は
こ
れ
で
、
ど
う
し
て
も
と
云
は
れ
る
書
店
の
求
め
で
あ
れ
ば
、
眼

を
つ
ぶ
っ
て
出
す
よ
う
に
仕
方
が
な
い
。
少
し
ば
か
り
加
筆
し
て
こ
々
に

出
す
こ
と
に
し
ま
し
た
28
）
。

「
林
芙
美
子
集
」
は
、
四
年
ぶ
り
の
改
造
社
版
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
二
年
前
、

新
潮
社
か
ら
『
放
浪
記
』
を
発
刊
し
た
経
緯
に
つ
い
て
は
全
然
説
明
し
て
い
な

い
。
そ
の
代
わ
り
、「
ど
う
し
て
も
と
云
は
れ
る
書
店
の
求
め
で
あ
れ
ば
、
眼
を

つ
ぶ
っ
て
出
す
よ
う
に
仕
方
が
な
い
」
と
い
う
箇
所
か
ら
「
林
芙
美
子
集
」
発

刊
の
理
由
が
予
測
で
き
る
。

す
な
わ
ち
、
当
時
厳
し
い
経
営
状
況
に
置
か
れ
た
改
造
社
が
、『
放
浪
記
』の

再
発
刊
を
依
頼
し
、
芙
美
子
が
そ
れ
に
応
じ
た
の
で
あ
る
。
確
か
に
、『
放
浪
記
』

を
、
そ
れ
も
改
造
社
か
ら
再
刊
す
る
こ
と
は
、
彼
女
と
し
て
は
あ
ま
り
気
が
向

か
な
い
話
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
改
造
社
で
な
け
れ
ば
人
気
作
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家
に
な
る
か
ど
う
か
も
不
確
実
で
あ
っ
た
し
、
ほ
か
に
も
多
方
面
に
わ
た
っ
て

助
け
ら
れ
た
こ
と
（
欧
州
滞
留
期
間
に
帰
国
旅
費
を
支
援
さ
れ
た
こ
と
な
ど
）

も
あ
る
の
で
、
芙
美
子
に
お
い
て
、
一
種
の
恩
返
し
の
よ
う
な
決
定
だ
っ
た
の

で
あ
る
。

「
林
芙
美
子
集
」
に
収
録
さ
れ
た
『
放
浪
記
』
は
、
以
前
の
「
選
集
」
を
底
本

に
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
本
文
に
挿
入
さ
れ
た
石
川
啄
木
の
歌
一
首
を
削
除
し

て
い
る
点
な
ど
、
当
時
の
時
代
状
況
を
考
慮
し
た
訂
正
が
行
わ
れ
て
い
る
29
）
。

六

『
放
浪
記

前
篇
』
と
『
続
放
浪
記
』

一
九
四
六
年
年
一
〇
月
と
一
二
月
に
は
、
再
び
改
造
社
か
ら
『
放
浪
記
』
と

『
続
放
浪
記
』
が
発
刊
さ
れ
た
（
以
後
、「
復
刻
版
」
と
表
記
）。
こ
れ
は
、
初
版

の
復
刻
版
で
あ
る
。

こ
の
「
復
刻
版
」
の
あ
と
が
き
に
は
、
戦
争
期
を
経
験
し
た
感
懐
お
よ
び
こ

れ
か
ら
の
生
活
に
対
す
る
覚
悟
が
書
か
れ
て
い
る
。

こ
の
「
放
浪
記
」
は
昭
和
五
年
に
改
造
社
か
ら
出
版
し
ま
し
た
。
今
読
み

か
へ
し
て
み
ま
す
と
、
遙
か
な
遙
か
な
思
ひ
出
で
、
そ
の
こ
ろ
の
風
俗
や

生
活
な
ん
か
が
な
つ
か
し
く
思
ひ
出
さ
れ
て
き
ま
す
。
そ
の
当
時
か
ら
、

訳
十
六
七
年
た
っ
て
ゐ
て
、
そ
の
間
に
十
年
も
の
戦
争
が
つ
ゞ
い
て
ゐ
ま

し
た
。
全
く
、
こ
ん
ど
の
戦
争
は
、
私
た
ち
を
根
こ
そ
ぎ
い
た
め
っ
け
て

し
ま
ひ
ま
し
た
。
こ
の
「
放
浪
記
」
を
読
み
か
へ
し
ま
す
と
、
私
は
戦
争

の
つ
ゞ
い
て
ゐ
た
長
い
年
月
が
、
ま
る
で
空
白
だ
っ
た
や
う
な
気
が
し
ま

す
。人
間
と
云
ふ
の
が
い
か
に
も
哀
れ
に
考
へ
ら
れ
て
な
り
ま
せ
ん
。（
…
）

も
う
、
再
び
世
に
出
る
事
も
あ
る
ま
い
と
思
っ
て
ゐ
た
も
の
だ
け
に
、
こ

の
「
放
浪
記
」
が
出
版
さ
れ
る
と
云
ふ
こ
と
は
、
作
者
の
私
と
し
て
は
感

慨
無
量
な
も
の
が
あ
る
の
で
す
。（
…
）

文
化
は
人
間
が
あ
た
ゝ
か
く
つ
く
っ
た
も
の
で
す
。
文
化
が
戦
争
に
敗
け

て
よ
い
筈
は
あ
り
ま
せ
ん
。
切
角
、
日
本
も
戦
争
に
敗
け
た
の
で
す
か
ら
、

こ
の
尊
い
敗
戦
を
生
か
し
て
、
私
た
ち
は
い
ゝ
生
き
か
た
を
し
た
い
も
の

で
す
30
）
。

芙
美
子
は
「
選
集
」
や
「
決
定
版
」
を
発
刊
し
た
視
点
で
、
こ
の
『
放
浪
記
』

を
読
む
と
自
分
が
恥
ず
か
し
く
な
る
と
述
べ
た
。
し
か
し
、
多
様
な
経
験
を
積

ん
だ
戦
後
の
彼
女
に
お
い
て
、『
放
浪
記
』は
青
春
時
代
の
記
録
の
よ
う
な
作
品

で
あ
り
、
も
う
恥
ず
か
し
い
作
品
で
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
初
版
の
復
刻
版

を
出
す
こ
と
を
決
め
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、『
放
浪
記
』の
成
立
過
程
に
つ
い
て
、
改
造
社
版
と
新
潮
社
版
で
発
刊

さ
れ
た
版
本
を
中
心
に
ま
と
め
て
み
た
。
こ
の
二
社
以
外
に
も
多
様
な
出
版
社

を
通
じ
て
『
放
浪
記
』
は
発
刊
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
は
じ
め
に
言
及
し
た

よ
う
に
『
放
浪
記
』
の
作
品
構
成
に
大
き
い
影
響
を
与
え
た
の
は
改
造
社
版
と

新
潮
社
版
に
限
ら
れ
る
。
ほ
か
の
出
版
社
で
出
た
の
は
、
こ
の
二
社
の
も
の
を

（
ほ
ぼ
新
潮
社
版
）参
考
に
し
て
編
集
さ
れ
て
お
り
、
独
創
性
を
持
っ
て
い
る
と
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も
考
え
に
く
い
。
そ
し
て
、
本
論
で
は
特
別
に
言
及
す
る
こ
と
を
避
け
る
こ
と

に
し
た
。

現
在
も
『
放
浪
記
』
は
い
ろ
い
ろ
な
出
版
社
か
ら
発
刊
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

底
本
は
新
潮
社
版
の
も
の
で
あ
る
が
、
本
格
的
に
『
放
浪
記
』
研
究
が
は
じ
ま

る
一
九
九
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
は
、
改
造
社
版
を
底
本
に
す
る
も
の
が
多
数

出
版
さ
れ
た
。
尾
形
明
子
編『
作
家
の
自
伝
17

林
芙
美
子
』（
日
本
図
書
セ
ン

タ
ー
、
一
九
九
四
年
）
と
森
ま
ゆ
み
の
解
説
が
付
い
た
『
林
芙
美
子

放
浪
記
』

（
み
す
ず
書
房
、
二
〇
〇
四
年
）
な
ど
を
通
じ
て
初
版
『
放
浪
記
』
が
紹
介
さ
れ

た
。
ま
た
、
こ
れ
よ
り
先
の
一
九
九
八
年
に
は
、
ゆ
ま
に
書
房
か
ら『
放
浪
記
』・

『
続
放
浪
記
』の
初
出
復
刻
版
も
発
刊
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
こ
の
二
冊
は
か
な
り

入
手
で
き
な
い
状
態
で
あ
る
（『
放
浪
記
』（
第
一
部
）
の
場
合
は
、
一
九
七
二

年
に
ほ
る
ぷ
出
版
か
ら
出
た
復
刻
版
も
あ
り
、
こ
の
方
は
問
題
な
く
入
手
で
き

る
）。

『
放
浪
記
』は
多
様
な
版
本
が
存
在
す
る
作
品
で
あ
る
。
ま
る
で
成
立
過
程
か

ら
一
種
の

放
浪

を
経
験
し
て
い
る
よ
う
に
み
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
成
立

過
程
こ
そ
『
放
浪
記
』
の
重
要
な
部
分
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
を
考
察
す
る
こ
と

か
ら
『
放
浪
記
』
研
究
が
は
じ
ま
る
だ
ろ
う
。

（
か
ん

じ
ょ
ん
ほ
・
言
語
文
学
専
攻
）

注
（
１
）『
放
浪
記
』（「
第
一
部
」）
と
『
続
放
浪
記
』（「
第
二
部
」）、
さ
ら
に
『
放
浪
記

第

三
部
』（「
第
三
部
」、
一
九
四
九
年
）
を
合
わ
せ
て
「
放
浪
記
三
部
作
」
と
称
さ
れ

る
場
合
が
あ
る
。
し
か
し
、
数
年
に
か
け
て
訂
正
・
加
筆
が
行
わ
れ
た
『
放
浪
記
』

と
『
続
放
浪
記
』
に
比
べ
て
、『
放
浪
記

第
三
部
』
は
文
体
の
変
更
点
が
あ
ま
り

見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
雑
誌
の
連
載
分
と
単
行
本
の
相
違
点
も
少
な
い
。
そ
の
よ

う
な
観
点
か
ら
、
本
論
文
で
は
『
放
浪
記

第
三
部
』
に
つ
い
て
は
論
じ
な
い
。

（
２
）

芙
美
子
は
『
林
芙
美
子
文
庫
・
放
浪
記

』
で
「
此
放
浪
記
は
安
安
と
出
版
さ
れ

た
も
の
で
は
な
い
だ
け
に
、
私
に
と
っ
て
は
思
ひ
出
深
い
も
の
で
あ
る
。
改
造
で

は
二
年
間
ス
ト
ッ
ク
に
さ
れ
て
ゐ
た
し
、
中
央
公
論
で
も
、
一
年
半
ほ
ど
ス
ト
ッ

ク
に
な
っ
て
ゐ
た
の
だ
か
ら
、長
い
道
順
を
経
て
発
表
さ
れ
た
。」と
述
べ
て
い
る
。

以
後
、
原
稿
は
読
売
新
聞
社
の
平
林
譲
次
ま
で
送
ら
れ
た
。
し
か
し
、
長
い
間
、

そ
れ
を
検
討
し
た
と
い
う
気
配
が
な
か
っ
た
の
で
、芙
美
子
は
こ
れ
を
回
収
し
た
。

そ
し
て
、
三
上
於
菟
吉
と
偶
然
に
出
会
っ
た
時
、
原
稿
の
掲
載
を
要
請
し
、
三
上

の
了
承
を
得
て
『
女
人
芸
術
』
へ
の
連
載
が
可
能
に
な
っ
た
。
尾
形
明
子
『
華
や

か
な
孤
独
』（
藤
原
書
店
、
二
〇
一
二
年
）、
73
〜
74
頁
。

（
３
）

藤
野
智
士
「
林
芙
美
子
と
改
造
社
」（『
江
古
田
文
学
』
第
81
号
、
江
古
田
文
学
会
、

二
〇
一
二
年
一
二
月
）、
74
〜
75
頁
。

（
４
）

水
島
治
男『
改
造
社
の
時
代

戦
前
編
』（
図
書
出
版
社
、
一
九
七
六
年
）、
48
頁
。

（
５
）

林
芙
美
子「
淫
賣
婦
と

屋
」（『
女
人
芸
術
』女
人
芸
術
社
、
一
九
三
〇
年
六
月
）、

29
頁
。

（
６
）

芙
美
子
は
『
林
芙
美
子
文
庫
・
放
浪
記

』
で
、「
こ
の
本
が
案
外
多
く
の
読
者
を

得
た
事
は
私
と
し
て
も
以
外
で
あ
っ
た
。
貧
し
い
生
活
を
と
も
に
す
る
人
達
の
共

感
を
得
た
事
は
感
激
だ
っ
た
。」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
以
前
は
と
て
も
放

浪
記
を
読
む
気
が
し
な
か
っ
た
」
が
、
無
一
物
に
な
っ
て
以
来
、
よ
う
や
く
こ
の

放
浪
記
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
告
白
し
た
あ
る
婦
人
の
事
情
を
紹
介
し
て

い
る
。

（
７
）

林
芙
美
子
『
林
芙
美
子
選
集

第
五
巻
』（
改
造
社
、
一
九
三
七
年
）、
395
頁
。
ち

な
み
に
、
い
く
つ
か
の
版
本
で
は
、『
放
浪
記
』
の
発
刊
年
度
を
昭
和
四
（
一
九
二

九
）
年
と
書
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
芙
美
子
の
勘
違
い
で
あ
る
。
昭
和
五
（
一
九

三
〇
）
年
が
正
し
い
。
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（
８
）

例
え
ば
、
廣
畑
は
「
選
集
」
の
大
き
な
変
更
点
を
「
各
章
タ
イ
ト
ル
と
年
次
を
す

べ
て
抹
消
し
た
こ
と
。
正
続
の
区
分
も
取
り
払
っ
た
た
め
、
全
29
章
の
歌
日
記
物

語
短
編
集
が
、
年
次
不
明
の
歌
日
記
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。」な
ど
の
よ
う
に
評
価

し
て
い
る
。
廣
畑
研
二『
林
芙
美
子

放
浪
記

復
元
版
』（
論
創
社
、
二
〇
一
二

年
）

（
９
）

林
芙
美
子
『
放
浪
記
｜
決
定
版
｜
』（
新
潮
社
、
一
九
三
九
年
）、
３
〜
９
頁
。

（
10
）『
林
芙
美
子
選
集
』の
発
刊
が
終
了
し
た
一
九
三
七
年
一
二
月
ま
で
、
改
造
社
で
発

刊
さ
れ
た
芙
美
子
の
単
行
本
は
一
九
冊
に
至
っ
て
い
た
。
ま
た
、
雑
誌
『
改
造
』

に
は
、
総
二
九
編
の
文
章
を
投
稿
し
、
そ
の
中
で
単
行
本
な
ど
の
形
で
発
刊
さ
れ

た
の
は
二
六
編
に
至
る
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
三
八
年
三
月
か
ら
一
九
五
一
年
一
月

ま
で
、『
改
造
』へ
の
投
稿
は
一
六
回
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
単
行
本
な
ど
の
形
で

発
刊
さ
れ
た
の
は
二
編
し
か
な
い
。

（
11
）

林
芙
美
子「
目
標
を
消
す
」（『
女
人
芸
術
』女
人
芸
術
社
、
一
九
二
九
年
一
二
月
）、

101
頁
。

（
12
）

さ
ら
に
、
尾
形
は
「
目
標
を
目
指
す
」
の
文
末
に
「
な
ん
だ
か
あ
ま
り
長
く
な
り

ま
し
た
の
で
、
こ
れ
で
一
寸
ひ
と
や
す
み
し
ま
せ
う
。
気
分
が
新
し
く
な
り
ま
し

た
ら
、
又
続
け
ま
す
」
と
書
か
れ
た
理
由
を
『
女
人
芸
術
』
の
左
傾
化
に
違
和
感

を
抱
い
た
か
ら
と
仮
定
す
る
。
尾
形
明
子
『『
女
人
芸
術
』
の
世
界
｜

長
谷
川
時

雨
と
そ
の
周
辺
』（
ド
メ
ス
出
版
、
一
九
八
〇
年
）

（
13
）

林
芙
美
子
「
林
芙
美
子
選
集

第
五
巻
」
あ
と
が
き
（『
林
芙
美
子
選
集

第
五
巻
』

改
造
社
、
一
九
三
七
年
）、
398
頁
。

（
14
）

同
『
放
浪
記
｜
決
定
版
｜
』（
新
潮
社
、
一
九
三
九
年
）、
４
〜
５
頁
。

（
15
）

同
『
放
浪
記
』（
改
造
社
、
一
九
三
〇
年
）、
109
〜
110
頁
。

（
16
）

同
『
放
浪
記
｜
決
定
版
｜
』（
新
潮
社
、
一
九
三
九
年
）、
86
頁
。

（
17
）

同
『
放
浪
記
』（
改
造
社
、
一
九
三
〇
年
）、
133
頁
。

（
18
）

同
『
放
浪
記
｜
決
定
版
｜
』（
新
潮
社
、
一
九
三
九
年
）、
103
〜
104
頁
。

（
19
）

森
英
一
「『
放
浪
記
』
論
｜

そ
の
基
礎
的
研
究
」（『
金
沢
大
学
教
育
学
部
紀
要
』

第
33
号
、
金
沢
教
育
学
部
、
一
九
八
四
年
二
月
）、
28
頁
。

（
20
）

尾
形
明
子『
作
家
の
自
伝
17

林
芙
美
子
』（
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、一
九
九
四
年
）、

301
〜
302
頁
。

（
21
）

森
ま
ゆ
み『
林
芙
美
子

放
浪
記
』（
み
す
ず
書
房
、
二
〇
〇
四
年
）、
265
〜
269
頁
。

（
22
）

こ
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
は
、『
放
浪
記
』に
描
か
れ
た
主
人
公
の
姿
か
ら
作
ら
れ
た
。

女
性
一
人
で
生
き
て
い
く
生
活
の
厳
し
さ
、
ま
た
そ
れ
に
屈
す
る
こ
と
な
く
、
作

家
に
な
る
た
め
に
努
力
す
る
姿
が
、
作
家
林
芙
美
子
の
大
衆
的
イ
メ
ー
ジ
に
な
っ

た
。
さ
ら
に
、
従
軍
時
代
、
誰
よ
り
も
一
番
早
く
漢
口
に
到
着
し
、
そ
れ
が
大
々

的
に
報
道
さ
れ
た
こ
と
が
「
男
勝
り
の
林
芙
美
子
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
堅
固
に

し
た
決
定
的
な
事
件
だ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

（
23
）

林
芙
美
子
『
続
放
浪
記
』（
改
造
社
、
一
九
三
〇
年
）、
64
〜
65
頁
。

（
24
）

同
『
放
浪
記
｜
決
定
版
｜
』（
新
潮
社
、
一
九
三
九
年
）、
250
頁
。

（
25
）

同
『
続
放
浪
記
』（
改
造
社
、
一
九
三
〇
年
）、
107
頁
。

（
26
）

同
『
放
浪
記
｜
決
定
版
｜
』（
新
潮
社
、
一
九
三
九
年
）、
281
頁
。

（
27
）

こ
の
よ
う
な
意
味
で
、
廣
畑
研
二
の
『
放
浪
記
』
復
元
作
業
（
注
８
の
参
考
文
献
）

は
注
目
す
べ
き
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
。
廣
畑
は
、
一
五
種
の
書
誌
な
ど
を
参
考
し

て
『
放
浪
記
』
三
部
作
を
復
元
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
に
関
す
る
本
格
的
に

検
証
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

（
28
）

林
芙
美
子『
新
日
本
文
學
全
集

第
十
一
巻
』（
改
造
社
、
一
九
四
一
年
）、
463
頁
。

（
29
）『
放
浪
記
』
に
は
、
石
川
啄
木
の
「
平
手
も
て

吹
雪
に
ぬ
れ
し
顔
を
抜
く

友
共

産
を
主
義
と
せ
り
け
り
」（
啄
木
歌
集
『
一
握
の
砂
』
に
収
録
）
と
い
う
一
首
が
載

せ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、「
林
芙
美
子
集
」で
は
、
ま
る
ご
と
削
除
さ
れ
て
い
る
。

（
30
）

た
だ
し
、
本
当
に『
放
浪
記
』が
発
禁
さ
れ
た
と
は
確
言
で
き
な
い
。『
昭
和
書
籍
／

新
聞
／
雑
誌
発
禁
年
表
』
に
よ
る
と
、
一
九
三
〇
年
七
月
か
ら
一
九
四
四
年
一
一

月
ま
で
、
芙
美
子
が
発
表
し
た
作
品
中
、
発
禁
処
分
に
な
っ
た
の
は
、
短
編
集『
初

旅
』（
一
九
四
一
年
）
の
一
編
し
か
な
い
（
処
分
の
理
由
は
全
般
的
な
不
健
全
さ
）。

ま
た
、
こ
の
短
編
集
に
は
『
放
浪
記
』
が
含
ま
れ
て
い
な
い
。
そ
し
て
『
放
浪
記
』

は
、
芙
美
子
が
直
接
絶
版
し
た
と
見
る
方
が
正
し
い
。
小
田
切
秀
雄
、
福
岡
井
吉

編『
増
補
版
昭
和
書
籍
／
新
聞
／
雑
誌
発
禁
年
表

下
』（
明
治
文
献
資
料
刊
行
会
、
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一
九
八
一
年
）、
782
頁
。
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